
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
九
号
（
一
九
八
三
年
三
月
）

絵
解
き
司
苅
萱
Ｌ
考

要
旨
長
野
市
の
西
光
寺
・
往
生
寺
に
伝
わ
る
絵
解
き
「
苅
萱
」
に
つ
い
て
、
今
日
伝
え
ら
れ
る
掛
幅
絵
と
語
り
の
内
容
の
二
点
か
ら

分
析
・
吟
味
し
、
江
戸
時
代
に
流
布
し
た
苅
菅
を
素
材
と
す
る
文
芸
作
品
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
御
絵
伝
の
製
作
状
況
お
よ
び
絵
解

き
の
形
成
の
背
景
と
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

小

林
健
二
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西
光
寺
御
絵
伝
と
対
応
す
る
版
本
の
挿
絵

一
、
克
永
八
年
刊
本
（
天
理
図
衿
館
蔽
、
『
肌
維
正
本
集
』
第
二
よ
り
岻
倣
）
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一
、
は
じ
め
に

二
、
「
苅
萱
」
と
絵
解

三
、
西
光
寺
の
絵
解
き

四
、
往
生
寺
の
絵
解
き

Ⅱ
、
往
生
寺
の

Ⅲ
、
絵
解
き
と

五
、
む
す
び

付
録
往
生
寺
の

近
年
、
絵
解
き
の
研
究
が
国
文
学
の
分
野
に
於
い
て
も
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
。
顕
著
な
業
績
だ
け
を
挙
げ
て
も
、
川
口
久
雄
氏
『
絵
解

Ｉ
、
西
光
寺
と
絵
解
き
「
苅
萱
」

Ⅱ
、
『
御
絵
伝
』
製
作
に
関
す
る
推
論

Ⅲ
、
絵
解
き
と
浄
瑠
璃
『
苅
萱
桑
門
筑
紫
鰈
』

Ｉ
、
往
生
寺
と
絵
解
き
「
苅
萱
」

Ⅱ
、
往
生
寺
の
『
御
絵
伝
』
と
絵
解
き

Ⅲ
、
絵
解
き
と
『
苅
萱
道
心
行
状
記
』

目
次

往
生
寺
の
絵
解
き
台
本

一
、
は
じ
め
に

め
に

と
絵
解
き
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絵解き「苅萱」考（小林）

き
の
世
界
ｌ
敦
煙
か
ら
の
影
Ｉ
』
（
昭
和
弱
年
明
治
書
院
）
、
林
雅
彦
氏
『
日
本
の
絵
解
き
ｌ
資
料
と
研
究
ｌ
』
（
昭
和
師
年
三
弥
井

書
店
）
と
い
う
、
絵
解
き
研
究
の
旗
頭
で
あ
る
両
氏
の
御
著
書
が
あ
い
つ
い
で
上
梓
さ
れ
、
昭
和
師
年
ｕ
月
に
は
、
文
学
・
芸
能
・
美
術
．

宗
教
・
民
俗
学
・
国
語
学
等
の
諸
士
が
参
加
し
た
、
八
絵
解
き
研
究
会
Ｖ
が
発
足
し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
『
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
』
（
昭
和
師
年
蛆
月
号
）
が
「
絵
解
き
ｌ
い
ま
国
文
学
の
地
平
を
照
ら
す
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
で
、
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
試
み
た
の
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
こ
の
ブ
ー
ム
は
、
諸
先
学
の
地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
な
く
し
て
は
起
り
得
な
か
っ

た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
直
接
的
な
要
因
と
し
て
は
、
数
年
来
の
諸
分
野
に
於
け
る
絵
画
資
料
・
文
献
資
料
の
発
見
と
報
告
が
大
き
な
呼
び

水
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
よ
う
や
く
、
国
文
学
界
に
於
い
て
、
絵
解
き
研
究
が
市
民
権
を
得
た
観
が
あ
る
が
、
今
後
、
絵
解
き

（
君
４
）

研
究
を
さ
ら
に
進
め
る
に
あ
た
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
徳
田
和
夫
氏
の
提
唱
さ
れ
る
よ
う
、
「
絵
解
き
資
料
を
多
く
求

め
、
絵
画
の
製
作
や
絵
解
き
に
つ
い
て
記
し
た
記
録
や
文
書
の
博
捜
と
吟
味
を
し
、
と
り
あ
え
ず
現
行
例
を
よ
り
多
く
見
聞
し
、
台
本
を

収
集
」
す
る
と
い
う
、
資
料
の
調
査
・
収
集
の
一
層
の
充
実
を
計
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
を
借
り
る
と
．
つ
ず
つ
各
地
に
点
在
す

る
実
例
の
実
態
と
絵
画
作
品
の
製
作
状
況
・
絵
解
き
の
成
立
を
捉
え
て
い
く
」
と
い
う
、
資
料
の
一
つ
一
つ
を
分
析
・
吟
味
し
、
そ
の

（
２
）

各
々
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
林
雅
彦
・
林
由
紀
子
両
氏
の
作
製
さ
れ
た
「
〃
日
本
の
絵
解
き
″
地
図
」

に
よ
る
と
、
現
在
ま
た
は
か
つ
て
絵
解
き
の
行
わ
れ
て
い
た
寺
社
等
は
、
全
国
で
四
十
八
ヶ
所
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
こ
の
数
は
、
調
査
が

進
む
に
つ
れ
て
、
さ
ら
に
増
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
四
十
八
点
を
一
つ
ず
つ
丹
念
に
検
討
し
、
位
置
付
け
て
い
く
作
業

（
３
）

が
急
務
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
に
少
し
く
紹
介
・
報
告
し
た
苅
萱
の
絵
解
き
を
再
び
取
り
あ
げ
て
、
重
ね
て
検
討
を
加
え
た
い
。

「
苅
萱
」
と
い
う
と
、
な
ん
と
言
っ
て
も
説
経
が
有
名
で
、
五
説
経
の
一
つ
と
し
て
幅
広
い
人
気
を
得
、
多
く
の
人
々
の
紅
涙
を
し
ぽ

二
、
「
苅
萱
」
と
絵
解
き
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（
４
）

っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
源
流
を
尋
ね
る
と
、
黒
木
勘
蔵
氏
等
の
諸
先
学
が
説
か
れ
る
よ
う
、
鎌
倉
時
代
の
説
話
の
世
界
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
。
す
な
わ
ち
「
苅
萱
」
物
語
の
骨
子
を
な
す
「
最
愛
の
妻
や
子
を
振
り
切
っ
て
高
野
山
に
入
っ
た
聖
が
、
自
分
を
慕
っ
て
来
た
我
子

に
対
し
て
つ
れ
な
い
態
度
を
と
る
」
と
い
う
話
の
類
型
が
、
『
発
心
集
』
『
撰
集
抄
』
『
西
行
物
語
』
等
の
遁
世
謹
の
中
に
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
型
の
説
話
は
、
高
野
山
苅
萱
堂
を
中
心
と
す
る
聖
集
団
、
ま
た
高
野
山
麓
の
天
野
の
別
所
の
比
丘
尼
達
に
よ
っ
て
生
承
出

（
５
）

さ
れ
、
そ
し
て
管
理
・
伝
承
さ
れ
た
と
す
る
の
が
今
日
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
高
野
山
萱
堂
聖
の
語
り
物
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
そ
の
語
り
物
を
素
材
と
し
た
芸
能
に
、
謡
曲
「
苅
萱
」
（
別
称
「
禿
高
野
」
）
が
あ
る
。
世
阿
弥
の
伝
言
『
五
音
上
』
に
「
禿
高
野
亀

（
６
）
（
７
）
（
８
）

阿
曲
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
南
北
朝
時
代
、
田
楽
新
座
の
亀
阿
弥
の
作
と
し
ら
れ
、
西
野
春
雄
・
竹
本
幹
夫
・
天
野
文
雄
の
諸
氏
に

よ
る
と
、
「
高
野
物
狂
」
「
タ
堂
シ
」
等
の
物
狂
能
の
祖
型
に
位
置
さ
れ
る
古
曲
で
あ
る
。
こ
の
能
は
、
高
野
山
と
そ
の
麓
の
学
文
路
の

宿
を
舞
台
と
し
、
苅
萱
八
シ
テ
Ｖ
・
母
八
ツ
レ
Ｖ
・
松
若
八
子
方
Ｖ
・
宿
の
亭
主
八
ワ
キ
Ｖ
・
そ
の
下
人
八
ア
イ
Ｖ
が
登
場
し
て
、
親
子

の
恩
愛
を
テ
ー
マ
に
、
別
離
と
再
会
を
操
り
広
げ
る
現
在
能
で
、
そ
の
基
本
的
ス
ト
ー
リ
ー
を
説
経
と
比
べ
て
承
る
と
、
説
経
の
前
半
に

あ
た
る
出
家
謹
が
な
く
、
結
末
も
苅
萱
が
父
親
の
名
告
り
を
す
る
型
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
筋
で
あ
り
、
室
町
時
代
に
は
今

日
説
経
を
通
じ
て
伝
わ
る
苅
萱
の
物
語
が
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
そ
の
説
経
苅
萱
で
あ
る
が
、
寛
永
八
年
刊
本
に
よ
る
と
、
そ
の
冒
頭
は
、

た
だ
今
、
説
き
た
て
広
め
申
し
候
本
地
は
、
国
を
申
さ
ば
信
濃
の
国
、
善
光
寺
如
来
堂
の
弓
手
の
わ
き
に
、
親
子
地
蔵
菩
薩
と
い
は
は

れ
て
お
は
し
ま
す
御
本
地
を
、
あ
ら
あ
ら
説
き
た
て
広
め
申
す
に

と
語
り
始
め
ら
れ
、
ま
た
、
大
尾
は
、

信
濃
の
国
の
善
光
寺
、
奥
の
御
堂
に
、
親
子
地
蔵
と
い
は
は
れ
て
お
は
し
ま
す
。
親
子
地
蔵
の
御
物
語
、
語
っ
て
を
さ
め
申
す
。
国
の

（
９
）

富
貴
、
所
繁
盛
。
一
念
後
生
は
大
事
な
り
。
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絵解き「苅萱」考（小林）

と
語
り
納
め
ら
れ
る
よ
う
、
善
光
寺
の
親
子
地
蔵
の
本
縁
を
語
る
体
裁
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
型
は
、
室
町
時
代
末
期
の
大
型
絵
入
写
本

「
せ
つ
き
や
う
か
る
か
や
」
（
赤
木
文
庫
蔵
）
で
も
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
末
ま
で
に
は
苅
萱
が
善
光
寺
親
子
地
蔵
の
縁
起

と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
野
山
萱
堂
周
辺
の
聖
達
の
語
っ
た
苅
萱
謹
が
、
室
町
未
に
善

光
寺
親
子
地
蔵
の
縁
起
と
結
び
つ
い
た
の
に
は
、
五
来
重
氏
が
説
か
れ
る
よ
う
に
「
萱
堂
聖
が
時
宗
化
し
て
善
光
寺
の
時
宗
聖
（
妻
戸
衆
）

（
、
）

と
交
渉
が
あ
っ
た
」
と
す
る
よ
り
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
考
え
方
は
な
い
よ
う
だ
。
あ
る
時
期
か
ら
、
善
光
寺
周
辺
で
も
親
子
地
蔵
の
本
縁

を
語
る
物
語
と
し
て
、
苅
萱
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

今
日
、
そ
の
善
光
寺
周
辺
で
、
苅
萱
の
物
語
を
寺
伝
の
縁
起
語
り
と
し
て
絵
解
き
す
る
寺
が
二
箇
所
あ
る
こ
と
は
、
最
近
ま
で
意
外
に
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
つ
は
、
善
光
寺
参
道
の
途
中
右
手
に
あ
る
苅
萱
山
寂
照
院
西
光
寺
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
善
光
寺
に
向
っ
て
左

手
後
方
の
山
の
中
腹
に
位
置
す
る
苅
萱
堂
往
生
寺
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
愛
知
県
祖
父
江
の
苅
萱
堂
で
も
、
掛
幅
絵
を
用
い
た
苅
萱
の
絵

（
ｕ
）

解
き
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
昭
和
の
初
年
に
往
生
寺
の
絵
解
き
を
移
し
た
こ
と
が
明
白
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
高
野
山
金
剛
峯
寺

苅
萱
堂
で
も
堂
内
上
部
四
方
に
掲
げ
た
額
絵
を
用
い
て
の
苅
萱
道
心
石
童
丸
の
絵
解
き
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
西
光
寺
と
往
生
寺
の

（
皿
）

も
の
に
つ
い
て
話
を
進
め
た
い
。
こ
の
両
寺
の
絵
解
き
に
関
し
て
は
、
既
に
徳
田
和
夫
氏
の
詳
し
い
調
査
報
告
と
御
論
考
が
あ
り
、
ま
た

（
凪
）

最
近
、
八
絵
解
き
研
究
会
Ｖ
に
よ
っ
て
総
合
的
な
調
査
が
な
さ
れ
、
そ
の
折
の
成
果
を
基
に
し
た
西
尾
光
一
氏
の
紹
介
記
事
も
存
す
る
。

こ
こ
で
は
、
徳
田
氏
の
御
報
告
を
踏
ま
え
つ
つ
、
両
寺
の
絵
解
き
に
つ
い
て
、
今
日
伝
え
ら
れ
る
掛
幅
絵
と
語
り
の
内
容
の
二
点
に
つ
い

て
分
析
・
吟
味
し
、
江
戸
時
代
に
流
布
し
た
苅
萱
を
素
材
と
し
た
文
芸
作
品
群
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
御
絵
伝
の
製
作
状
況
お
よ

び
絵
解
き
の
形
成
の
背
景
と
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
も
と
よ
り
、
苅
萱
と
い
う
同
素
材
を
扱
っ
た
絵
解
き
で
あ
る
が
、
両
者
を
同

一
の
レ
ベ
ル
で
把
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
解
き
の
成
立
状
況
が
異
な
り
、
ま
た
、
そ
の
展
開
も
個
性
的
だ
か
ら
で
あ

る
。
ま
ず
、
西
光
寺
の
絵
解
き
に
つ
い
て
述
べ
、
次
に
往
生
寺
の
も
の
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
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西
光
寺
（
長
野
市
北
石
堂
町
・
浄
土
宗
）
に
は
、
寺
宝
と
し
て
『
苅
萱
上
人
・
石
童
丸
一
代
記
絵
伝
』
一
幅
（
一
五
一
・
○
×
七
九
・

五
糎
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
御
絵
伝
作
製
に
関
す
る
史
料
は
、
寺
の
内
外
を
見
渡
し
て
も
皆
無
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
前
期
の
製
作
と
思

わ
れ
、
大
和
絵
の
流
れ
を
汲
む
画
風
で
丁
寧
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
多
少
の
剥
落
は
認
め
ら
れ
る
が
、
寺
宝
と
し
て
大
切
に
扱
わ
れ
て

来
た
せ
い
か
保
存
状
態
も
良
い
。
現
在
で
は
、
約
二
十
年
前
に
製
作
し
た
忠
実
な
模
本
に
よ
っ
て
、
絵
解
き
が
行
わ
れ
て
い
る
。
掛
幅
絵

の
例
に
な
ら
っ
て
、
全
体
を
す
や
り
霞
で
五
段
に
区
切
り
、
さ
ら
に
松
樹
や
岩
石
、
屋
根
や
尾
根
等
に
よ
っ
て
十
五
の
場
面
が
描
き
分
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
は
、
下
か
ら
一
段
目
に
「
筑
前
国
」
、
二
段
目
「
黒
谷
」
「
筑
前
国
」
、
三
段
目
「
黒
谷
」
「
筑
前
国
」

四
段
目
「
苅
萱
」
「
善
光
寺
」
「
童
之
宿
」
、
五
段
目
「
高
野
大
搭
」
「
萱
堂
」
と
い
う
よ
う
に
、
描
か
れ
た
場
所
を
明
示
す
る
た
め
の
打

ち
付
け
書
き
が
短
尺
形
の
白
地
に
施
さ
れ
て
い
る
。
絵
解
き
順
に
つ
い
て
は
、
徳
田
氏
の
前
述
の
御
論
考
に
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
に
譲
る

し
も
と

が
、
お
お
む
ね
下
か
ら
上
へ
と
楚
を
指
し
示
し
な
が
ら
説
き
進
め
ら
れ
る
。
現
在
は
住
職
夫
人
で
あ
ら
れ
る
竹
沢
繁
子
氏
が
常
時
語
っ
て

（
皿
）

下
さ
る
。
絵
解
き
に
要
す
る
時
間
は
約
咽
分
間
、
女
性
ら
し
い
優
し
い
口
調
で
、
筋
を
丁
寧
に
追
っ
た
語
り
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
。
前
の
住

職
竹
沢
道
雄
氏
は
抑
揚
の
あ
る
流
麗
な
口
調
で
、
哀
切
な
場
面
で
は
自
ら
涙
を
流
し
て
語
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
竹
沢
夫
人
に
よ
る
と
、

台
本
と
呼
べ
る
も
の
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
代
々
口
承
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
来
た
絵
解
き
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
内
閣
文
庫
に

『
苅
萱
山
寂
照
院
西
光
寺
親
子
地
蔵
縁
起
』
と
い
う
全
四
丁
程
の
江
戸
時
代
後
期
刊
の
略
縁
起
が
存
す
る
が
、
内
容
は
親
子
地
蔵
の
霊
験

（
脂
）

利
生
を
強
調
し
た
簡
略
な
も
の
で
、
絵
解
き
の
台
本
で
は
な
い
。

三
、
西
光
寺
の
絵
解
き

Ｉ
、
西
光
寺
と
絵
解
き
「
苅
萱
」
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西
光
寺
は
、
そ
の
開
基
を
苅
萱
道
心
入
寂
の
正
治
元
年
（
二
九
九
）
と
す
る
が
、
江
戸
時
代
以
前
に
遡
る
史
料
は
一
切
存
せ
ず
、
江
戸

時
代
も
中
期
に
至
る
ま
で
は
寺
の
歴
史
を
跡
付
け
る
史
料
す
ら
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
絵
解
き
に
関
す
る
資
料
も
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

江
戸
時
代
前
期
作
と
推
定
さ
れ
る
御
絵
伝
が
西
光
寺
の
根
本
縁
起
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
絵
解
き
の
成
立
を
探
る
唯
一
の
手
掛

り
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
御
絵
伝
の
内
容
を
や
は
り
江
戸
前
期
に
行
わ
れ
た
説
経
と
比
較
す
る
こ
と
か
ら
成
立
当
初
の
絵
解

き
を
想
定
し
、
さ
ら
に
御
絵
伝
が
、
製
作
さ
れ
る
に
至
っ
た
状
況
に
つ
い
て
一
つ
の
推
論
を
提
し
た
い
。

西
光
寺
御
絵
伝
を
見
て
た
だ
ち
に
気
が
付
く
こ
と
は
、
現
存
最
古
の
説
経
正
本
で
あ
る
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
じ
や
う
る
り
や
喜
右

衛
門
刊
「
せ
つ
き
や
う
か
る
か
や
」
（
以
下
、
寛
永
八
年
本
）
の
挿
絵
と
同
じ
場
面
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
実
に
、
御
絵
伝
全
十
五
図
中

の
十
三
図
が
寛
永
八
年
本
と
共
通
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
徳
田
氏
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
一

歩
踏
承
込
ん
で
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

と
り
あ
え
ず
両
者
に
共
通
す
る
場
面
を
挙
げ
よ
う
。
別
掲
の
図
版
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
上
段
の
数
字
は
寛
永
八
年
本
挿
絵
の
通

し
番
号
で
あ
り
、
下
段
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
御
絵
伝
の
お
お
よ
そ
の
絵
解
き
順
番
で
あ
る
。

１
Ⅱ
Ａ
重
氏
、
花
見
の
酒
宴
の
席
で
無
情
を
悟
る
場
面

７
Ⅱ
Ｂ
重
氏
、
黒
谷
法
然
上
人
の
元
で
出
家
す
る
場
面

９
Ⅱ
Ｃ
石
童
丸
、
筑
前
の
館
で
燕
の
親
子
を
見
て
父
を
恋
し
が
る
場
面

川
Ⅱ
，
御
台
と
石
童
丸
、
苅
萱
の
行
方
を
追
っ
て
黒
谷
門
前
ま
で
来
た
場
面

Ⅱ
、
『
御
絵
伝
』
製
作
に
関
す
る
推
論
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枢
Ⅱ
Ｅ
御
台
と
石
童
丸
、
法
然
と
対
面
し
苅
萱
の
行
方
を
尋
ね
る
場
面

側
Ⅱ
Ｆ
御
台
と
石
童
丸
、
学
文
路
の
宿
で
与
次
夫
婦
と
対
面
す
る
場
面

佃
Ⅱ
Ｇ
苅
萱
と
石
童
丸
、
高
野
山
の
大
橋
で
対
面
す
る
場
面

Ｗ
Ⅱ
Ｈ
苅
萱
と
石
童
丸
、
苅
萱
の
庵
室
の
中
で
対
面
す
る
場
面

８
Ⅱ
Ｉ
石
童
丸
、
苅
萱
に
偽
り
の
墓
に
案
内
さ
れ
衣
を
掛
け
る
場
面

１泊
Ⅱ
』
石
童
丸
、
不
動
坂
を
下
る
途
中
で
与
次
と
出
会
う
場
面

別
Ⅱ
Ｋ
石
童
丸
、
学
文
路
の
宿
に
て
母
の
死
を
悲
し
む
場
面

別
Ⅱ
Ｌ
苅
萱
と
石
童
丸
、
与
次
夫
婦
と
と
も
に
御
台
を
野
辺
送
り
に
す
る
場
面

奴
Ⅱ
Ｍ
石
童
丸
、
筑
前
に
帰
る
が
姉
千
代
鶴
姫
の
葬
儀
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
死
を
知
っ
て
悲
し
む
場
面

以
上
の
十
三
図
で
あ
る
。
一
方
、
御
絵
伝
の
画
中
、
寛
永
八
年
本
と
共
通
し
な
い
場
面
は
、
Ｎ
「
善
光
寺
目
指
し
て
旅
立
つ
苅
萱
を
、
道

念
と
な
っ
た
石
童
丸
が
見
送
る
場
面
」
と
、
最
終
図
Ｏ
の
「
親
子
地
蔵
を
本
尊
に
据
え
た
西
光
寺
境
内
の
賑
わ
い
の
場
面
」
の
二
図
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
は
、
御
絵
伝
が
西
光
寺
の
縁
起
と
し
て
帰
結
す
る
独
自
の
場
面
で
あ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
を
比
較
す
る
対
象

と
は
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
外
す
と
、
十
四
図
中
の
十
三
図
が
実
に
共
通
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
だ
け
を
見
る
と
、
絵
解
き
は

説
経
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
丁
寧
に
比
較
す
る
と
、
描
か
れ
る
場
面
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
内
容
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
も
の
が
あ
る
。
Ｅ
と
Ｋ
が
そ
れ
で
あ
る
。
Ｅ
に
お
い
て
、
寛
永
八
年
本
は
、
「
や
あ
、
い
か
に
石
童
丸

よ
・
父
の
ご
ざ
あ
る
お
寺
は
こ
れ
な
り
。
自
ら
参
り
、
尋
ね
た
く
は
候
へ
ど
も
、
自
ら
夫
の
恋
し
き
折
々
は
、
時
々
文
を
上
せ
た
が
、
上

す
る
文
を
受
け
取
り
て
、
返
り
返
事
の
な
い
折
は
、
も
は
や
御
縁
も
尽
き
た
る
ぞ
。
自
ら
こ
れ
に
待
つ
ぞ
と
ょ
。
御
身
は
親
子
の
こ
と
な

れ
ば
、
お
会
ひ
あ
ろ
う
は
一
定
な
り
（
急
ぎ
上
ら
い
石
童
丸
・
」
と
い
う
御
台
の
詞
に
則
し
て
、
石
童
丸
の
承
が
法
然
上
人
と
対
座
し
た
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挿
絵
が
描
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
御
絵
伝
で
は
、
母
子
の
二
人
が
上
人
と
対
面
す
る
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｋ
で
は
、
寛
永
八
年

本
は
、
与
次
夫
婦
が
見
守
る
な
か
石
童
丸
だ
け
が
御
台
の
骸
に
と
り
つ
い
て
泣
き
悲
し
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
御
絵
伝
で
は
、
石
童
丸

と
供
に
苅
萱
も
枕
元
で
悲
し
ん
で
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
場
面
は
明
ら
か
に
説
経
と
異
っ
て
お
り
、
御
絵
伝
製

作
時
、
す
な
わ
ち
絵
解
き
成
立
時
よ
り
説
経
と
違
っ
た
語
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
よ
う
。

一
方
、
寛
永
八
年
本
の
挿
絵
に
あ
っ
て
、
御
絵
伝
に
描
か
れ
な
い
場
面
は
、

２
御
台
、
重
氏
が
持
仏
堂
で
出
家
し
よ
う
と
す
る
の
を
止
め
る
場
面

３
重
氏
、
夜
半
に
館
を
出
て
行
く
場
面

４
重
氏
、
清
水
寺
で
勧
進
聖
に
都
を
案
内
さ
れ
て
い
る
場
面

５
重
氏
、
法
然
と
対
座
し
入
門
を
乞
う
て
い
る
場
面

６
重
氏
、
湯
殿
で
垢
離
を
と
っ
て
い
る
場
面

岨
石
童
丸
と
御
台
、
同
行
を
乞
う
千
代
鶴
姫
を
振
り
切
っ
て
旅
に
出
る
場
面

咽
高
野
の
巻
に
お
い
て
、
あ
こ
う
御
前
が
申
し
子
を
す
る
場
面

略
石
童
丸
、
不
動
坂
で
五
人
の
僧
と
出
会
う
場
面

（
数
字
は
前
と
同
じ
く
挿
絵
の
通
し
番
号
）

以
上
の
九
場
面
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
２
１
６
の
五
場
面
は
重
氏
が
出
家
剃
髪
す
る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
で
あ
り
、
御
絵
伝
に
こ
れ

ら
が
描
か
れ
な
か
っ
た
の
は
話
を
高
野
山
に
於
け
る
苅
萱
と
石
童
丸
の
父
子
の
対
面
（
寛
永
八
年
本
で
は
側
ｌ
幻
、
御
絵
伝
で
は
Ｆ
Ｉ
Ｌ
）

に
引
き
付
け
た
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
田
は
物
語
の
中
で
は
挿
話
的
な
「
高
野
の
巻
」
の
一
場
面
で
あ
り
、
御
絵
伝
中
に
こ

６
重
氏
、
湯
殿
で
垢
離

８
石
童
丸
誕
生
の
場
面
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れ
が
描
か
れ
な
い
の
は
、
絵
解
き
で
は
初
め
か
ら
、
「
高
野
の
巻
」
が
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。

以
上
、
両
者
を
比
較
し
た
結
果
、
御
絵
伝
本
来
の
絵
解
き
は
、
重
氏
が
出
家
す
る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
略
し
、
「
高
野
の
巻
」
を
欠

く
型
で
は
あ
る
が
、
説
経
正
体
の
筋
を
大
き
く
は
ず
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
も
う
一
歩
突
込
ん
で
具
体
的
な
御
絵
伝
の
製
作
状
況
を
推
測
し
た
い
。
寛
永
八
年
本
の
挿
絵
と
御
絵
伝
の
共
通
す
る
十
三
図

を
さ
ら
に
良
く
比
較
す
る
と
、
７
Ⅱ
Ｂ
・
９
Ⅱ
Ｃ
・
川
Ⅱ
Ｄ
・
枢
Ⅱ
Ｅ
・
側
Ⅱ
Ｆ
・
旧
Ⅱ
Ｇ
・
Ⅳ
Ⅱ
Ｈ
・
佃
Ⅱ
Ｊ
・
加
Ⅱ
Ｋ
・
剛
Ⅱ
Ｌ
は
、

描
写
さ
れ
た
情
景
等
が
良
く
似
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ま
っ
た
く
同
じ
と
言
う
わ
け
で
は
な
く
、
構
図
が
左
右
逆
に
な
っ
て
い
た
り
（
Ⅲ
Ⅱ

Ｄ
・
枢
Ⅱ
Ｅ
・
側
Ⅱ
Ｆ
・
別
Ⅱ
Ｋ
・
剛
Ⅱ
Ｌ
）
、
描
か
れ
る
人
物
の
配
置
を
変
え
た
り
、
人
数
を
増
し
た
り
〔
７
Ⅱ
Ｂ
・
９
Ⅱ
Ｃ
・
枢
Ⅱ
Ｅ
）

し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
、
版
本
の
挿
絵
の
粉
本
関
係
な
ど
に
良
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
画
家
が
先
行
の
絵
を
参
照
し
な
が
ら
も
、

自
分
の
創
意
を
画
中
に
表
現
す
る
た
め
の
手
法
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
相
似
関
係
十
図
の
中
で
も
特
に
、
Ⅲ
Ⅱ
Ｄ
・

枢
Ⅱ
Ｅ
に
お
い
て
黒
谷
の
門
外
に
石
童
丸
と
御
台
が
到
着
し
た
様
を
描
き
、
屋
根
を
隔
て
て
室
内
で
は
法
然
と
石
童
丸
（
御
絵
伝
で
は
御

台
も
）
が
対
面
す
る
情
景
を
傭
倣
す
る
よ
う
一
図
に
描
い
て
い
る
点
な
ど
は
、
画
想
ま
で
も
類
似
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な

画
想
は
、
絵
巻
等
に
も
間
々
見
ら
れ
る
手
法
（
異
時
同
図
法
の
一
種
）
で
、
取
り
立
て
て
珍
ら
し
い
と
い
う
程
で
は
な
い
が
、
こ
の
場
合

は
単
な
る
偶
然
の
一
致
と
言
う
よ
り
、
ど
ち
ら
か
が
一
方
を
参
照
し
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
御
絵
伝
が
寛
永
八
年
本
と
相
異
す
る
１
Ⅱ
Ａ
・
肥
Ⅱ
Ｉ
・
皿
Ⅱ
Ｍ
の
各
図
を
、
寛
永
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
正
本
の
挿
絵
と
比

較
す
る
と
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
１
Ⅱ
Ａ
の
花
見
の
場
面
は
、
寛
永
初
年
頃
と
さ
れ
る
江
戸
版
の
「
か
る
か
や
道
心
」
の
同
場
面
の

挿
絵
（
図
甲
）
と
、
全
体
の
構
図
や
重
氏
の
姿
等
に
似
た
点
が
認
め
ら
れ
、
杷
Ⅱ
Ｉ
の
卒
塔
婆
に
衣
を
掛
け
た
描
写
は
、
高
野
辰
之
氏
が

（
媚
）

『
古
文
学
踏
査
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
寛
文
頃
刊
の
説
経
「
苅
萱
」
の
挿
絵
（
図
丁
）
と
似
て
い
る
。
ま
た
、
皿
Ⅱ
Ｍ
の
五
人
の
僧
が

経
典
を
広
げ
て
仏
像
を
前
に
念
仏
を
上
げ
て
い
る
場
面
は
、
１
Ⅱ
Ａ
と
同
じ
く
寛
文
初
年
頃
刊
江
戸
版
の
「
か
る
か
や
道
心
」
の
挿
絵
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（
図
乙
）
と
似
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
加
え
て
、
肥
Ⅱ
Ｇ
の
父
子
対
面
の
場
も
こ
の
江
戸
版
の
挿
絵
（
図
丙
）
の
方
が
よ
り
近
い
と
も
言

え
る
。
と
す
る
と
、
西
光
寺
御
絵
伝
を
描
い
た
絵
師
は
、
寛
永
八
年
本
の
承
な
ら
ず
、
寛
文
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
説
経
正
本
を
も
部
分
的

に
参
照
し
た
可
能
性
も
で
て
く
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
御
絵
伝
の
製
作
は
少
な
く
と
も
寛
文
年
間
以
降
と
な
っ

て
、
画
風
等
か
ら
推
定
し
た
製
作
年
時
で
あ
る
江
戸
前
期
と
一
応
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
挙
げ
た
こ
の
程
度
の
類
似
関
係
は
、
直
接
的
な
も
の
で
は
な
く
、
苅
萱
の
物
語
中
絵
画
化
さ
れ
易
い
モ
チ
ー
フ
が

自
然
と
一
致
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
同
一
の
モ
チ
ー
フ
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
の
に
も
作
者
の
個
性
な
り
が
出
て

来
る
は
ず
で
、
そ
の
こ
と
は
往
生
寺
の
御
絵
伝
を
見
れ
ば
明
白
に
な
ろ
う
。
往
生
寺
の
御
絵
伝
も
基
本
的
に
は
説
経
と
同
じ
筋
で
あ
る
か

ら
、
寛
永
八
年
本
の
挿
絵
や
西
光
寺
御
絵
伝
と
同
場
面
を
描
い
た
図
（
図
版
を
参
照
さ
れ
た
い
）
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
両
者
と
比
し
て

そ
の
相
似
性
は
稀
薄
で
あ
り
、
直
接
的
な
関
係
は
求
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
寛
永
八
年
本
と
西
光
寺
御
絵
伝
の
類
似
性
が
注
目

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
の
描
写
さ
れ
る
情
景
が
似
る
の
も
、
た
と
え
ば
双
方
の
絵
師
が
同
じ
流
派
の
集
団
に
属

し
て
い
た
と
す
る
と
、
構
図
か
ら
デ
ィ
テ
ー
ル
に
及
ぶ
ま
で
似
て
来
る
こ
と
も
、
ま
た
当
然
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
一
見
し
て
わ

か
る
よ
う
に
寛
永
八
年
本
の
挿
絵
と
、
御
絵
伝
の
画
風
は
到
底
同
流
派
と
は
思
え
な
い
。
寛
永
八
年
本
の
挿
絵
を
描
い
た
絵
師
は
、
小
野

（
Ⅳ
）

忠
重
氏
の
「
近
世
初
期
版
画
（
書
物
形
態
）
作
家
活
動
表
」
に
よ
る
と
、
江
戸
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
、
「
四
十
二
の
物
あ
ら
そ
い
」
（
古
活

字
版
）
や
「
源
氏
物
語
」
、
幸
若
舞
曲
「
文
覚
」
「
烏
帽
子
折
」
「
し
だ
」
、
古
浄
瑠
璃
「
は
な
や
」
「
む
ら
ま
つ
」
「
あ
く
ち
の
判
官
」
「
や

し
ま
」
「
こ
あ
つ
も
り
」
等
の
挿
絵
画
家
と
同
人
物
で
あ
り
、
京
で
か
な
り
活
躍
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
頃
の
挿
絵
師
の
画

風
は
一
目
で
は
判
別
で
き
な
い
程
近
似
し
て
お
り
、
こ
の
画
風
が
江
戸
時
代
初
期
の
京
の
挿
絵
界
に
大
い
に
流
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
寛
永
八
年
本
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
、
一
見
稚
拙
で
は
あ
る
が
古
雅
な
愛
す
べ
き
絵
を
、
土
佐
派
の
流
れ
を
く
む
御
絵
伝
の
作
者

の
画
風
と
同
流
と
考
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
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以
上
、
西
光
寺
御
絵
伝
が
説
経
正
本
の
挿
絵
を
参
照
し
て
製
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
来
た
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
論
で
あ
っ
て
、
自
分
で
も
懐
疑
的
な
気
持
ち
を
ぬ
ぐ
い
去
れ
な
い
で
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
た
だ

（
肥
）

し
、
こ
の
よ
う
な
例
が
、
他
の
掛
幅
絵
に
も
出
て
来
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
今
後
の
補
強
の
ポ
イ
ン
ト
と
も
な
ろ
う
。

大
方
の
御
批
判
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

前
節
で
は
、
御
絵
伝
の
製
作
時
期
を
推
定
し
、
成
立
当
初
の
絵
解
き
に
つ
い
て
、
説
経
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
き
く
は
ず
れ
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
推
測
し
た
が
、
長
い
年
月
を
経
る
内
に
そ
の
内
容
は
変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
今
日
絵
解
き
を
乞
う
と
、
竹
沢

夫
人
は
御
絵
伝
を
前
に
重
氏
が
出
家
す
る
契
機
と
な
っ
た
話
を
次
の
よ
う
に
語
り
始
め
る
。

あ
る
夜
の
こ
と
、
お
庭
を
散
歩
さ
れ
た
重
氏
公
、
館
の
中
で
本
妻
葛
御
前
、
そ
し
て
次
の
方
を
千
里
御
前
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
お
二
人

仲
良
く
双
六
遊
び
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
非
常
に
仲
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
そ
の
影
が
障
子
に
映
る
の
を
御
覧

に
な
る
と
、
仲
の
良
い
は
ず
の
お
こ
方
の
髪
は
あ
た
か
も
蛇
の
争
う
が
如
く
に
逆
立
っ
て
見
え
、
そ
の
時
重
氏
公
は
初
め
て
、
女
心
の

嫉
妬
心
、
心
の
中
の
醜
い
争
い
を
幻
と
な
っ
て
御
覧
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
自
分
の
業
の
深
さ
に
後
悔
さ
れ
、
仏
門
入
り
を
思
い
立
た

（
四
）

れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

こ
の
後
、
説
経
で
も
語
ら
れ
る
花
見
の
宴
席
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
へ
と
続
く
が
、
こ
の
妻
妾
が
内
心
妬
心
を
抱
い
て
い
た
話
は
説
経
に
は
な

い
特
異
な
も
の
で
、
往
生
寺
の
絵
解
き
に
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
独
り
西
光
寺
に
伝
承
さ
れ
た
話
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
観
衆

の
視
覚
に
訴
え
や
す
い
絵
画
化
に
適
し
た
題
材
で
あ
り
な
が
ら
、
掛
幅
絵
中
に
そ
の
場
面
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
話
が
絵

Ⅲ
、
絵
解
き
と
浄
瑠
璃
『
苅
萱
桑
門
筑
紫
鰈
』
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か
る
か
や
ど
う
し
ん
つ
く
し
の
い
え
ず
と

浄
瑠
璃
『
苅
萱
桑
門
筑
紫
蝶
』
（
以
下
、
『
筑
紫
鰈
』
）
は
、
並
木
宗
輔
・
丈
輔
の
作
で
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
に
豊
竹
座
で
初

演
さ
れ
た
。
五
段
構
成
の
時
代
物
で
、
説
経
「
苅
萱
」
に
想
を
得
な
が
ら
も
、
観
客
の
嗜
好
に
合
う
よ
う
か
な
り
大
胆
に
肉
付
け
さ
れ
、

立
ち
回
り
あ
り
、
濡
れ
場
あ
り
の
波
潤
万
丈
の
大
活
劇
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
初
演
の
折
、
三
段
目
の
口
を
語
っ
た
豊
竹
駒
太
夫
は
大

好
評
を
得
、
以
後
再
三
演
ぜ
ら
れ
、
翌
年
に
は
歌
舞
伎
化
も
さ
れ
て
、
好
評
を
得
た
人
気
曲
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
後
世
の
大
衆
文
学
に

与
え
た
影
響
も
大
き
く
、
赤
本
の
『
苅
萱
桑
門
』
（
鳥
居
情
満
作
？
）
、
黒
本
の
「
苅
萱
筑
紫
桜
』
（
鶴
屋
版
）
、
黄
表
紙
の
『
苅
萱
染
衣
日

記
』
（
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
、
南
杣
笑
楚
満
人
作
・
勝
川
春
英
画
？
、
榎
本
版
）
、
合
巻
の
『
苅
萱
桑
門
筑
紫
の
写
絵
』
（
天
保
二
年

（
一
八
三
己
、
二
世
立
川
焉
馬
作
・
歌
川
国
貞
画
）
、
合
巻
の
『
苅
萱
桑
門
』
（
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
、
十
返
舎
一
九
作
・
歌
川
国
芳

画
）
等
の
絵
草
紙
類
は
、
す
べ
て
『
筑
紫
鰈
』
の
影
響
下
に
成
立
し
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
『
筑
紫
蝶
』
の
第
二
段

「
繁
氏
館
の
場
」
か
ら
、
繁
氏
が
発
心
を
志
す
あ
た
り
を
引
く
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

に
は
か

立
寄
給
ふ
障
子
の
内
、
不
思
議
や
俄
に
物
騒
が
し
く
、
あ
た
り
に
響
き
、
庭
の
木
草
も
さ
わ
ノ
、
と
、
風
も
身
に
沁
む
ぱ
か
り
な
り
。

こ
は
心
得
ず
と
一
間
の
障
子
、
さ
っ
と
開
い
て
見
給
へ
ぱ
、
余
念
無
く
臥
し
給
ふ
二
人
の
黒
髪
、
真
逆
様
に
蛇
の
如
く
、
鎌
首
ぽ
つ
立

こ
は
け
げ
め
ん
に
よ

て
咬
合
ふ
有
様
、
さ
し
も
の
繁
氏
怖
気
立
ち
、
呆
れ
て
詞
も
無
か
り
し
が
、
ヌ
ッ
ア
恐
る
べ
し
ノ
、
。
外
面
似
菩
薩
内
心
如
夜
叉
と

説
か
れ
た
る
、
仏
の
戒
め
目
の
あ
た
り
。
顔
に
白
粉
丹
花
の
唇
、
粧
ひ
飾
り
て
菩
薩
の
如
く
、
互
に
妬
む
顔
も
せ
ず
、
打
見
に
は
中
好

て
い

き
体
、
心
の
底
に
邪
鬼
執
念
、
絶
え
せ
ぬ
證
拠
を
お
の
れ
と
顕
し
、
か
く
浅
ま
し
き
体
た
ら
く
。
忌
は
し
や
穂
は
し
や
。
妻
子
は
地
獄
の

い
へ
づ
と

家
土
産
と
、
説
示
ざ
れ
し
に
疑
無
し
。
花
の
苔
の
散
っ
た
る
に
、
思
ひ
較
べ
て
観
ず
れ
ば
、
是
ぞ
好
き
菩
提
の
種
、
家
国
栄
華
も
望
無

解
き
成
立
当
初
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
絵
解
き
が
語
り
継
が
れ
て
行
く
う
ち
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
よ
う
。
案
の
ご
と
く
、
妻
妾
妬
心
の
話
は
西
光
寺
独
自
の
説
話
で
は
な
く
、
浄
瑠
璃
や
絵
草
紙
の
苅
萱
物
に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
た
。

－119－



し
。
迷
ふ
が
故
に
三
界
の
、
火
宅
に
心
を
苦
し
め
り
、

髪
が
逆
立
っ
て
蛇
が
か
ら
ゑ
合
う
よ
う
で
あ
っ
た
の
を
目

撃
し
て
、
「
外
面
似
菩
薩
、
内
心
如
夜
叉
」
の
女
の
嫉
妬
心
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
出
家
に
踏
承
切
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
筑
紫
韓
』

の
話
が
、
西
光
寺
の
絵
解
き
に
お
い
て
聴
衆
の
嗜
好
に
合
う
よ
う
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
す
る
と
、
少
な
く
と
も
享
保

二
十
年
以
後
に
墹
帆
さ
れ
た
話
で
あ
る
こ
と
も
判
明
す
る
。
ま
た
、
直
接
浄
瑠
璃
か
ら
で
な
く
、
先
に
挙
げ
た
『
筑
紫
蝉
』
の
影
郷
下
に

な
っ
た
絵
草
紙
類
が
媒
介
に
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
各
々
の
草
紙
の
挿
絵
に
は
、
妻
妾
の
髪
の
毛
が
蛇
と
な
っ
て
向

か
い
あ
っ
て
い
る
様
が
お
ど
る
ｊ
、
し
く
描
か
れ
て
い
て
印
象
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
視
覚
的
な
影
響
の
強
さ
や
、
当
時
の
絵
草
紙
類
の
流

布
状
態
か
ら
言
っ
て
も
そ
の
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
皿
）

こ
の
妻
妾
の
嫉
妬
心
が
川
家
の
契
機
と
な
る
と
い
う
話
は
、
実
は
並
木
宗
輔
の
刺
作
で
は
な
い
。
夙
に
浄
珊
璃
研
究
の
解
題
書
等
で
、

同
様
の
話
柄
が
。
通
上
人
絵
詞
伝
』
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ヨ
遍
上
人
絵
詞
伝
』
は
、
観
喜
光

寺
系
の
聖
戒
編
十
二
巻
本
と
藤
沢
清
浄
光
寺
系
の
宗
俊
編
十
巻
本
の
二
系
統
あ
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
こ
の
話
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
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絵解き「苅萱」考（小林）

こ
の
他
、
『
和
漢
三
才
図
絵
』
『
京
雀
』
『
謡
曲
拾
葉
集
』
等
に
も
同
様
な
一
遍
出
家
説
話
を
載
せ
る
が
、
『
北
条
九
代
記
』
が
延
宝

三
年
（
一
六
七
五
）
の
刊
と
い
う
こ
と
で
、
今
の
と
こ
ろ
最
も
早
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
観
喜
光
寺
・
清
浄
光
寺
両
系
の
正
統
な
も
の
と

は
別
に
、
こ
の
よ
う
な
一
遍
上
人
伝
が
伝
承
さ
れ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
並
木
宗
輔
が
、
妻
妾
の
妬
心
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
発
心
の
動
機
を
持
つ
と
い
う
一
遍
の
話
を
、
苅
萱
を
素
材
と
し
た
浄
瑠
璃
に
取
り
入
れ
た
背
景
に
は
、
一
遍
上
人
も
苅
萱
道
心
も
、
身

分
あ
る
士
族
の
身
か
ら
突
然
無
常
を
悟
り
発
心
・
剃
髪
し
た
と
い
う
、
双
方
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
れ
や
す
い
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。

施
し
た
。

鎌
倉
、

し
、
宮
次
男
氏
の
御
示
教
に
よ
り
、
正
統
な
一
遍
の
伝
記
で
は
な
い
『
鎌
倉
北
条
九
代
記
』
巻
十
コ
遍
上
人
時
宗
開
基
」
中
に
、
一
遍

が
出
家
す
る
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
妻
妾
妬
心
謹
が
語
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
得
た
。
次
に
そ
の
部
分
を
あ
げ
よ
う
。
句
読
点
を
私
に

鎌
倉
、
藤
沢
時
宗
念
仏
ノ
流
義
草
創
ス
開
山
一
遍
上
人
〈
、
伊
予
国
ノ
住
人
、
河
野
七
郎
通
広
ガ
次
男
ナ
リ
。
家
ト
ミ
サ
カ
ヘ
テ
、
国

郡
恐
レ
シ
タ
ガ
ヒ
、
武
門
ノ
雄
壮
タ
リ
ヶ
レ
、
〈
、
四
国
九
州
ノ
ァ
ヒ
ダ
、
佗
二
趾
ル
オ
モ
ヒ
ナ
シ
。
二
人
ノ
妾
ア
リ
。
イ
ヅ
レ
モ
容
顔

ゥ
ル
ハ
シ
ク
、
心
ザ
マ
優
ナ
リ
シ
ヵ
バ
、
寵
愛
深
ク
侍
ベ
リ
キ
。
ア
ル
時
、
二
人
ノ
女
房
、
碁
盤
ヲ
枕
ト
シ
テ
頭
サ
シ
合
セ
テ
寝
タ
リ

ヶ
レ
バ
、
女
房
ノ
髻
タ
チ
マ
チ
ニ
小
キ
蛇
ト
ナ
リ
、
鱗
ヲ
立
テ
陰
合
ケ
ル
ヲ
見
テ
、
刀
ヲ
抜
テ
中
ヨ
リ
断
分
、
コ
レ
ョ
リ
執
心
・
愛
念
・

嫉
妬
ノ
オ
ソ
ロ
シ
キ
コ
ト
ヲ
オ
モ
ヒ
シ
リ
、
輪
廻
・
妄
業
・
因
果
ノ
理
ヲ
ワ
キ
マ
ヘ
、
発
心
シ
テ
、
家
ヲ
出
シ
上
比
叡
山
二
上
り
、
受

戒
桑
門
ノ
形
ト
ナ
リ
、
西
山
ノ
善
恵
坊
上
人
二
逢
テ
、
本
願
念
仏
ノ
法
門
ヲ
学
シ
、
十
一
年
ヲ
経
テ
、
ミ
ヅ
カ
ラ
知
真
房
ト
名
ヲ
付
テ

（
配
）

（
以
下
略
）
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往
生
寺
（
長
野
市
往
生
地
・
浄
土
宗
）
に
は
、
『
刈
萱
親
子
御
絵
伝
』
二
幅
（
各
一
三
八
・
五
×
七
一
・
○
糎
）
が
存
す
る
。
江
戸
後

期
の
作
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
製
作
に
関
す
る
史
料
は
一
切
な
い
。
た
だ
「
明
治
十
八
年
八
月
製
調
上
水
内
郡
三
輪
村
住

西
沢
善
兵
衛
筆
」
の
裏
書
か
ら
、
改
装
時
期
が
知
ら
れ
る
の
承
で
あ
る
。
こ
ち
ら
に
も
副
本
が
あ
り
、
か
つ
て
は
用
い
た
そ
う
だ
が
今
は

し
ま
っ
て
あ
る
と
の
こ
と
で
、
従
っ
て
現
在
は
原
本
を
楚
で
指
し
て
絵
解
き
が
行
わ
れ
て
い
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
割
に
は
保
存
状
態
は

良
い
。
絵
解
き
順
は
右
幅
か
ら
左
幅
へ
、
ま
た
お
お
む
ね
上
か
ら
下
へ
と
進
む
。
右
幅
は
六
段
で
十
二
図
、
上
か
ら
下
へ
箱
崎
で
の
花
見

の
場
か
ら
、
高
野
山
で
の
父
子
対
面
の
段
ま
で
描
か
れ
て
い
る
。
左
幅
は
四
段
で
九
図
、
や
は
り
上
か
ら
下
へ
、
石
童
丸
が
苅
萱
の
元
で

出
家
す
る
場
か
ら
、
苅
萱
が
大
往
生
を
遂
げ
る
場
面
ま
で
描
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
全
二
十
一
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
は
、
住

（
羽
）

職
の
水
野
善
朝
氏
と
、
前
住
職
夫
人
の
民
恵
氏
が
語
っ
て
下
さ
る
。
所
要
時
間
は
約
一
○
分
。
御
両
人
と
も
独
特
の
抑
揚
を
つ
け
た
節
回

し
で
語
る
が
、
特
に
民
恵
氏
の
語
り
は
、
祭
文
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
節
付
け
が
あ
っ
て
聴
き
手
を
引
き
つ
け
る
。
し
か
し
、
民
恵
氏
の
談

に
よ
る
と
、
寺
に
伝
承
さ
れ
る
節
付
け
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
絵
解
き
す
る
者
各
々
が
語
り
易
く
す
る
た
め
独
自
の
工
夫
を
加
え
た
自

み
の
ち

よ
れ
も
ち

己
流
の
節
回
し
、
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
先
々
代
住
職
に
仕
え
た
信
州
水
内
郡
飯
山
出
身
の
善
明
尼
（
米
持
ス
ズ
）
は
、
う
ぐ
い
す
の

尼
と
呼
ば
れ
る
絵
解
き
の
名
手
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
往
生
寺
に
は
、
明
治
四
十
五
年
一
月
に
第
四
十
一
世
住
誉
善
豊
上
人
が
筆
録
し
た
絵

解
き
の
台
本
が
あ
り
、
今
日
も
、
大
体
そ
れ
に
拠
っ
て
絵
解
き
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
内
閣
文
庫
に
江
戸
時
代
後
期
刊
と
思
わ
れ
る

三
、
往
生
寺
の
絵
解
き

Ｉ
、
往
生
寺
と
絵
解
き
「
苅
萱
」
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絵解き「苅萱」考（小林）

『
信
濃
国
往
生
寺
苅
萱
真
影
略
縁
記
』
一
冊
全
三
丁
や
、
東
北
大
学
付
属
図
書
館
狩
野
文
庫
に
、
明
治
時
代
に
刷
ら
れ
た
『
信
濃
国
刈
萱

堂
往
生
寺
略
縁
起
』
一
冊
全
三
丁
半
が
あ
る
。
双
方
と
も
簡
略
で
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
絵
解
き
の
内
容
と
一
致
し
、
古
く
か
ら
こ
の
型
で
行

な
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

往
生
寺
の
絵
解
き
に
つ
い
て
は
、
西
光
寺
の
も
の
程
詳
し
い
報
告
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
一
応
の
整
理
を
し
て
お
く
。
ま
ず
絵
解
き
順

で
あ
る
が
、
現
存
す
る
台
本
、
現
行
の
絵
解
き
と
対
照
さ
せ
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
適
宜
、
図
版
・
概
略
図
を
参
照
さ
れ
た

い
。
な
お
、
円
内
の
数
字
は
絵
解
き
順
を
あ
ら
わ
し
、
付
録
の
台
本
と
も
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

③⑦⑥⑤④③②①

箱
崎
桜
の
馬
場
で
の
重
氏
一
門
の
花
見
の
宴
。

重
氏
、
筑
前
の
国
を
出
て
比
叡
山
の
叡
空
上
人
の
室
を
訪
れ
る
。

重
氏
、
叡
空
上
人
の
元
で
出
家
・
剃
髪
し
、
等
阿
法
師
の
名
を
賜
わ
る
。

苅
萱
、
箱
崎
八
幡
宮
の
神
勅
を
蒙
り
、
黒
谷
法
然
上
人
の
元
へ
移
る
こ
と
を
決
意
す
る
。

苅
萱
、
黒
谷
法
然
上
人
の
弟
子
と
な
り
十
三
年
間
修
行
を
す
る
。

苅
萱
、
妻
子
が
尋
ね
て
来
る
こ
と
を
恐
れ
、
法
然
上
人
に
暇
を
告
げ
高
野
山
へ
と
移
る
。

石
童
丸
十
四
歳
に
な
り
、
烏
の
親
子
を
見
て
母
桂
御
前
に
父
を
探
し
行
く
こ
と
を
願
う
。

石
童
丸
と
桂
御
前
、
黒
谷
の
父
を
尋
ね
行
く
こ
と
を
決
意
す
る
。

八
右
幅
Ｖ Ⅱ

、
往
生
寺
の
御
絵
伝
と
絵
解
き
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往
生
寺
御
絵
伝
の
概
略
図

右
幅

左

幅

⑨
石
童
丸
と
桂
御
前
、
父
を
求
め
黒
谷
を
経
て

高
野
山
へ
と
向
う
。

⑩
両
人
、
学
文
路
の
宿
に
着
く
が
桂
御
前
が
病

に
倒
れ
、
玉
屋
与
治
右
衛
門
に
看
病
を
頼
む
。

⑪
石
童
丸
、
母
を
宿
に
残
し
、
一
人
高
野
山
に

登
り
父
を
尋
ね
廻
る
。

⑫
苅
萱
と
石
童
丸
、
蓮
華
谷
往
生
院
で
対
面
す

る
が
父
と
は
名
告
ら
ず
。

八
左
幅
Ｖ

⑬
石
童
丸
、
山
を
お
り
て
王
屋
に
戻
る
と
母
は

既
に
病
死
し
て
い
る
。

⑭
石
童
丸
、
母
を
葬
っ
て
そ
の
骨
を
背
負
う
て

再
び
高
野
山
蓮
華
谷
に
向
う
。

⑮
石
童
丸
、
苅
萱
の
元
で
出
家
・
剃
髪
し
、
信

生
房
道
念
の
名
を
賜
わ
る
。

⑯
苅
萱
、
高
野
山
を
出
て
善
光
寺
へ
向
う
。

⑰
苅
萱
、
善
光
寺
堂
前
で
如
来
の
来
迎
を
蒙
り

庵
を
結
ぶ
地
を
告
げ
ら
れ
る
。
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絵解き「苅萱」考（小林）

⑱
如
来
、
苅
萱
の
庵
に
度
々
来
迎
し
、
地
蔵
菩
薩
を
刻
む
こ
と
を
指
示
す
る
。

⑲
苅
萱
、
一
刀
三
礼
の
地
蔵
菩
薩
を
彫
刻
す
る
。

⑳
苅
萱
、
如
来
の
来
迎
す
る
中
、
大
往
生
を
遂
げ
る
。

⑳
道
念
も
こ
の
地
に
至
り
、
如
来
の
告
げ
に
よ
り
、
父
の
像
に
な
ら
っ
て
一
刀
三
礼
の
地
蔵
菩
薩
を
刻
む
。

右
の
よ
う
に
、
お
お
む
ね
上
か
ら
下
へ
、
そ
し
て
右
か
ら
左
へ
と
解
き
進
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
時
に
は
、
⑪
↓
⑫
。
⑳
↓
⑳
の
よ

う
に
下
か
ら
上
へ
、
ま
た
、
⑩
↓
⑪
。
⑯
↓
⑰
の
よ
う
に
左
か
ら
右
へ
と
移
る
こ
と
も
あ
り
、
楚
の
動
き
は
単
純
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ

こ
に
掛
幅
絵
に
よ
る
絵
解
き
の
自
在
性
と
言
う
利
点
も
あ
る
の
だ
。

往
生
寺
の
御
絵
伝
と
、
西
光
寺
の
御
絵
伝
を
並
べ
る
と
、
同
じ
よ
う
に
「
苅
萱
」
を
素
材
と
し
な
が
ら
も
、
ず
い
ぶ
ん
と
相
違
す
る
こ
と

に
気
が
付
く
。
両
者
が
共
通
す
る
場
面
は
、
Ａ
Ⅱ
①
．
Ｂ
Ⅱ
⑤
．
Ｃ
Ⅱ
⑦
．
Ｆ
Ⅱ
⑩
。
Ｈ
Ⅱ
⑫
。
Ｋ
Ⅱ
⑬
．
Ｎ
Ⅱ
⑯
の
七
図
で
あ
り
、
西

光
寺
で
は
、
７
｜
妬
、
往
生
寺
で
は
７
｜
皿
に
し
か
当
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
描
写
さ
れ
る
内
容
も
異
っ
て
い
て
、
と
て
も
両
者
を
関

係
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
往
生
寺
の
御
絵
伝
は
、
西
光
寺
の
場
合
と
は
違
っ
て
、
先
行
す
る
説
経
正
本
等
の
挿
絵
を
参
照
し

た
形
跡
は
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
故
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
寛
永
八
年
本
等
の
正
本
と
西
光
寺
御
絵
伝
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

西
光
寺
の
御
絵
伝
が
説
経
に
忠
実
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
往
生
寺
の
も
の
は
説
経
を
基
と
し
な
が
ら
も
、
②
ｌ
④
と
叡
空
上
人
の
話
が

入
り
込
ん
で
い
た
り
、
千
代
鶴
姫
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
な
か
っ
た
り
し
て
、
か
な
り
個
性
的
で
あ
る
。
最
も
顕
著
な
特
徴
は
、
左
幅
の
ほ
と

ん
ど
⑰
ｌ
⑳
に
か
け
て
、
苅
萱
が
善
光
寺
に
お
い
て
如
来
の
来
迎
を
度
々
蒙
り
、
往
生
の
地
（
現
在
の
往
生
寺
の
所
在
地
）
を
告
げ
ら
れ
、

父
子
で
地
蔵
菩
薩
（
往
生
寺
の
本
尊
）
を
彫
刻
す
る
と
い
う
、
自
寺
の
開
基
を
詳
し
く
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
物
語
の
帰
結
が

往
生
寺
に
あ
る
こ
と
を
観
る
側
に
明
示
し
、
寺
自
身
の
宣
伝
を
積
極
的
に
図
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
西
光
寺
の
場
合
で
も
、
最
終
図
に
本

尊
の
親
子
地
蔵
を
中
心
に
置
い
た
西
光
寺
境
内
の
賑
わ
い
を
描
い
て
物
語
を
自
寺
に
引
き
つ
け
て
い
る
よ
う
、
御
絵
伝
は
絵
縁
起
で
あ
り
、
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絵
解
き
は
縁
起
語
り
な
の
で
あ
っ
た
。

引
い
て
承
よ
う
。

前
節
に
お
い
て
、
往
生
寺
御
絵
伝
に
は
説
経
に
見
ら
れ
な
い
独
自
な
絵
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
御
絵
伝
に
添
っ
て
行
わ
れ
る

絵
解
き
に
も
、
当
然
な
が
ら
説
経
と
は
違
っ
た
話
が
語
ら
れ
る
。
特
に
、
前
に
も
挙
げ
た
②
Ｉ
④
の
叡
空
上
人
の
挿
話
は
、
説
経
や
西
光

寺
の
絵
解
き
に
は
見
ら
れ
ず
、
往
生
寺
に
独
自
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
現
存
す
る
台
本
（
付
録
と
し
て
掲
載
）
か
ら
そ
の
部
分
を

吾
れ
今
不
足
無
き
家
に
生
ま
れ
栄
躍
栄
華
に
誇
る
と
い
え
ど
も
今
宵
に
も
無
常
の
風
に
誘
わ
れ
な
ぱ
こ
の
花
の
如
く
に
散
り
行
か
ね
ば

な
ら
ぬ
後
生
の
一
大
事
こ
そ
大
切
な
り
と
夜
の
間
に
忍
び
出
で
て
都
の
方
に
お
登
り
な
さ
れ
②
比
叡
山
の
慈
眼
房
叡
空
上
人
の

御
禅
室
に
お
尋
ね
な
さ
れ
て
出
家
の
事
を
ひ
た
す
ら
お
望
ゑ
な
さ
る
③
叡
空
上
人
そ
の
志
の
切
な
る
を
御
感
じ
な
さ
れ
こ
こ
に

お
い
て
御
弟
子
と
な
し
剃
髪
し
て
名
を
寂
照
坊
等
阿
法
師
と
下
さ
る
④
こ
の
所
に
暫
く
御
修
行
あ
ら
せ
ら
る
る
時
に
御
国
元
鎮

守
箱
崎
八
幡
宮
の
神
勅
に
は
黒
谷
法
然
上
人
は
勢
至
菩
薩
の
再
来
に
し
て
今
念
仏
門
を
開
き
専
ら
末
世
の
衆
生
を
利
益
す
な
ん

じ
法
然
上
人
の
机
下
に
至
り
て
修
行
せ
よ
と
の
御
告
げ
に
よ
っ
て
⑤
そ
れ
よ
り
黒
谷
法
然
上
人
の
御
座
下
に
来
り
て
御
弟
子
と
な
り

て
修
行
す
る
こ
と
十
三
ヶ
年
（
以
下
略
）

右
の
よ
う
に
、
重
氏
は
黒
谷
の
法
然
の
所
で
は
な
く
、
比
叡
山
の
叡
空
上
人
の
元
で
出
家
・
剃
髪
し
、
寂
照
坊
等
阿
法
師
の
名
を
い
た

だ
く
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
箱
崎
八
幡
の
神
勅
を
蒙
っ
て
黒
谷
に
向
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
叡
空
と
い
う
特
定
の
人
物
が
登

場
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
往
生
寺
に
の
ゑ
伝
承
さ
れ
て
来
た
話
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
「
苅
萱
」
を
素
材
と
し
た
『
苅

Ⅲ
、
絵
解
き
と
『
苅
萱
道
心
行
状
記
』
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萱
道
心
行
状
記
』
に
見
ら
れ
る
話
な
の
で
あ
っ
た
。

『
苅
萱
道
心
行
状
記
』
（
以
下
『
行
状
記
』
）
五
巻
は
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
摂
州
沙
門
含
蓮
社
門
誉
作
の
、
い
わ
ゆ
る
中
村
幸
彦
氏

が
勧
化
も
の
と
名
付
け
ら
れ
た
長
編
の
仏
教
説
話
で
、
門
誉
自
ら
が
賊
文
の
「
童
子
問
」
で
、
「
偲
伽
場
中
ノ
戯
一
一
最
仏
教
ニ
ョ
ル
物
ヲ

撰
上
。
潤
色
シ
テ
ー
部
ノ
書
ト
シ
。
是
ヲ
説
法
談
義
二
換
テ
。
道
二
入
梁
ト
シ
。
耕
夫
蚕
婦
ノ
聞
二
倦
コ
ト
ナ
ク
。
是
ヨ
リ
仏
ノ
教
ヲ
モ

信
ジ
テ
。
善
二
進
媒
ト
モ
ナ
ラ
ン
カ
ト
。
香
餌
魚
児
ヲ
釣
ノ
方
便
誰
ヵ
善
巧
ト
セ
ザ
ラ
ン
」
と
述
べ
る
よ
う
、
「
苅
萱
」
に
想
を
得
な
が

ら
も
大
胆
な
潤
色
を
施
し
、
仏
の
教
え
を
一
般
大
衆
に
わ
か
り
や
す
く
説
く
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
登
場
人
物
も
多
く
、
か
な

り
入
り
組
ん
だ
筋
と
な
っ
て
い
る
が
、
絵
解
き
と
同
様
の
話
は
、
巻
三
「
繁
氏
（
行
状
記
で
は
重
氏
で
な
く
繁
氏
）
異
人
二
逢
イ
、
諭
ヲ

受
ク
」
並
び
に
、
巻
四
「
苅
萱
黒
谷
二
到
り
、
叡
空
ノ
室
二
入
ル
」
・
「
等
阿
、
大
師
之
示
調
ヲ
蒙
ル
」
に
語
ら
れ
る
。
全
文
を
引
く
と

（
型
）

長
く
な
る
の
で
、
適
宜
引
用
し
な
が
ら
要
旨
を
記
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

出
家
の
た
め
筑
前
を
出
た
重
氏
は
、
摂
津
国
河
尻
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
鳩
の
杖
に
す
が
っ
た
歳
た
け
た
翁
に
呼
び
止
め
ら
れ
、
比
叡

山
の
黒
谷
に
大
勢
至
菩
薩
が
居
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
翁
こ
そ
「
吾
〈
是
汝
ガ
生
国
筥
崎
ノ
神
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
、
箱
崎
八

幡
の
化
身
で
あ
っ
た
。
重
氏
は
こ
の
告
げ
に
よ
り
黒
谷
に
向
う
の
で
あ
る
が
、

ソ
レ
ョ
リ
黒
谷
二
到
テ
其
地
ヲ
見
ル
ー
・
四
隣
寂
然
ト
メ
清
浄
ナ
ル
夷
。
書
ヲ
取
二
物
ナ
シ
。
勢
至
菩
薩
ノ
応
現
〈
・
去
ニ
テ
モ
何
レ

ニ
ャ
マ
シ
マ
ス
ラ
ン
ト
。
思
ヒ
ワ
ヅ
ラ
ヒ
タ
、
ス
、
、
、
ダ
ル
処
一
一
・
山
鳩
飛
来
テ
苅
萱
法
師
ノ
前
二
下
テ
。
人
ノ
物
云
如
ク
。
法
師
ノ
面

ヲ
ツ
ク
ノ
ー
ト
詠
テ
。
忽
飛
上
り
慈
眼
坊
叡
空
ノ
住
玉
フ
室
二
入
テ
。
其
後
〈
行
方
シ
レ
ズ
失
ニ
ヶ
リ
。
扱
〈
此
ノ
坊
ニ
コ
ソ
ァ
ル
ラ

ン
。
マ
サ
シ
ク
八
幡
宮
ノ
御
示
シ
ト
覚
タ
リ
。

と
、
再
び
箱
崎
八
幡
の
示
現
を
う
け
て
、
叡
空
の
室
に
入
り
、

空
師
則
チ
。
寂
照
坊
等
阿
ト
名
ヅ
ヶ
玉
ヒ
ヶ
ル
。
時
コ
レ
仁
平
二
年
壬
申
夏
四
月
廿
四
日
。
生
年
廿
一
歳
ニ
テ
。
叡
空
ノ
弟
子
ト
ソ
ナ
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え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

認
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
、
叡
空
の
室
に
止
ま
る
。
そ
こ
で
勢
至
菩
薩
の
応
現
を
持
つ
の
で
あ
る
が
、
修
行
を
同
じ
う
す
る
者
の
中
に
、

不
思
議
ナ
ル
人
コ
ソ
ヲ
ハ
シ
ヶ
レ
。
年
ノ
齢
〈
等
阿
法
師
二
少
コ
ト
一
歳
。
今
年
漸
廿
歳
ニ
ナ
リ
玉
フ
ガ
。
去
ル
久
安
六
年
九
月
十
二

日
。
十
八
歳
ニ
テ
此
処
へ
。
隠
遁
ノ
志
ア
リ
テ
。
来
リ
住
玉
ヘ
ル
。
生
国
〈
美
作
国
久
米
ノ
南
條
。
稲
岡
ノ
庄
栃
社
ト
云
処
ナ
リ
。
其

出
自
イ
ャ
シ
カ
ラ
ズ
。
其
容
凡
人
ナ
ラ
ズ
・

と
い
う
人
物
が
い
た
。
こ
の
人
こ
そ
探
し
求
め
る
、
勢
至
菩
薩
、
す
な
わ
ち
円
光
大
師
法
然
で
あ
っ
た
。
苅
萱
は
箱
崎
八
幡
宮
の
神
徳
に

よ
っ
て
、
つ
い
に
法
然
の
示
調
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
で
あ
る
が
、
絵
解
き
で
は
、
重
氏
が
ま
ず
叡
空
上
人
の
元
で
出
家
・
剃
髪
し
、
等
阿
法
師
の
名
を
も
ら
い
、
そ
の
後
箱
崎
八
幡
の

神
勅
に
よ
り
、
黒
谷
法
然
の
元
に
移
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
多
少
の
食
い
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
明
ら
か
に
『
行
状
記
』
に
拠
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
話
が
御
絵
伝
の
②
ｌ
④
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
の
増
幅
し
た
話
な
ど
で
は
な
く
、
御
絵

伝
が
製
作
さ
れ
た
当
初
か
ら
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
行
状
記
』
が
御
絵
伝
の
成
立
に
明
ら
か
に
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
絵
伝
の
成
立
、
す
な
わ
ち
絵
解
き
の
成
立
も
、
『
行
状
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
筧
延
二
年
以
降
で
あ
る
こ
と
が
確

他
に
も
、
絵
解
き
詞
章
中
で
、
明
ら
か
に
『
行
状
記
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
箇
所
を
二
・
三
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
重
氏
の
出
家

し
た
年
時
を
「
仁
平
二
年
の
春
」
と
す
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
期
日
等
を
表
わ
す
詞
が
、
『
行
状
記
』
中
に
見
ら
れ
る
語
句
と

一
致
す
る
し
、
ま
た
、
絵
解
き
詞
章
中
、
石
竜
丸
が
父
を
探
し
に
行
く
こ
と
を
決
意
し
母
に
願
う
、

イ
ー
ロ

ぱ
虎
臥
す
野
辺
に
ま
し
ま
す
と
も
子
と
し
て
一
度
御
尋
ね
申
さ
ず
ん
ぱ
人
た
る
も
の
の
道
立
た
ず

そ
の
後
御
誕
生
あ
り
て
当
年
は
永
万
元
年
御
年
十
四
歳
石
堂
丸
母
桂
御
前
に
願
わ
れ
ま
す
に
は
父
上
何
処
如
何
な
る
山
の
奥
例
え

リ
玉
ヒ
ケ
ル
。
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と
い
う
部
分
を
、
『
行
状
記
』
の
同
じ
あ
た
り
、

イ

ャ
。
唐
へ
ハ
ョ
モ
行
玉
ハ
シ
。
日
本
ノ
地
ニ
タ
ニ
ア
ラ
ハ
。
虎
臥
野
辺
モ
イ
ト
ハ
ジ
モ
ノ
ヲ
ト
。

と
比
べ
る
と
、
傍
線
イ
の
「
永
万
元
年
」
と
い
う
年
時
や
、
「
十
四
歳
」
と
い
う
具
体
的
な
数
字
が
一
致
す
る
こ
と
も
と
も
か
く
、
傍
線

口
の
語
り
物
で
常
套
的
に
用
い
ら
れ
る
「
例
え
ば
虎
臥
す
野
辺
に
ま
し
ま
す
と
も
」
と
い
う
語
り
口
ま
で
同
じ
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を

考
慮
す
る
と
、
絵
解
き
は
構
想
の
ゑ
な
ら
ず
、
細
か
い
詞
章
ま
で
も
「
行
状
記
」
か
ら
借
り
て
来
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

西
光
寺
の
絵
解
き
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
概
略
を
述
べ
、
次
に
御
絵
伝
に
関
し
て
、
寛
永
八
年
本
を
初
め
と
す
る
説
経
正
本
の
挿
絵
と
比

較
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
前
提
と
す
る
と
、
製
作
年
時
の
上
限
を
寛
文

年
間
と
推
定
で
き
る
こ
と
、
絵
解
き
の
成
立
を
も
そ
れ
に
準
ず
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
論
じ
、
さ
ら
に
、
現
行
の
絵
解
き
中
の
特
異
な
挿
話

が
、
浄
瑠
璃
『
苅
萱
桑
門
筑
紫
鰈
』
な
ど
の
影
響
で
増
幅
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

往
生
寺
の
絵
解
き
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
概
略
を
述
べ
た
後
、
そ
の
実
際
を
誌
上
に
再
現
で
き
る
よ
う
、
御
絵
伝
の
絵
解
き
順
を
図
示

し
、
附
録
の
台
本
と
対
照
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
構
想
か
ら
詞
章
の
面
に
お
け
る
ま
で
、
仏
教
説
話
『
苅
萱
道
心
行
状
記
』
の
影

響
が
大
き
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
よ
り
絵
解
き
の
成
立
を
『
行
状
記
』
刊
行
の
寛
延
二
年
以
降
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
定
し
た
。

石
堂
丸
今
歳
永
万
元
年
丁
酉
十
四
歳
ニ
ナ
リ
玉
フ
。
日
頃
何
ト
ゾ
父
繁
氏
ノ
行
衛
ヲ
尋
ン
ト
。
朝
夕
思
ワ
ス
ル
上
事
ナ
シ
。
千
々
二
心

ヲ
砕
玉
ヘ
ド
。
イ
マ
ダ
幼
稚
ニ
テ
マ
シ
マ
セ
シ
程
〈
・
万
心
二
任
ザ
リ
シ
ガ
。
今
歳
十
四
歳
ニ
ナ
リ
玉
ヒ
ヌ
。
イ
ッ
迄
カ
ク
テ
有
ベ
キ

ロ

五
、
む
す
び
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先
に
述
べ
た
よ
う
、
往
生
寺
に
は
、
明
治
四
十
五
年
一
月
に
第
四
十
一
世
住
誉
善
豐
上
人
が
筆
害
し
た
絵
解
き
の
台
本
が
あ
り
、
今
日

行
わ
れ
る
絵
解
き
は
ほ
ぼ
そ
れ
に
拠
っ
て
い
る
。
近
年
、
そ
の
全
文
が
翻
刻
さ
れ
、
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
り
有
志
に
配
布
さ
れ
た
が
、
往
生

寺
四
十
三
世
住
職
水
野
善
朝
氏
の
御
許
可
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
そ
の
全
文
を
転
載
す
る
。
タ
イ
プ
印
刷
す
る
に
当
っ
て
の
凡
例
は

一
、
本
稿
は
長
野
市
往
生
寺
に
伝
わ
る
絵
説
き
の
全
文
で
あ
り
、
こ
の
原
書
は
往
生
寺
第
四
十
一
世
住
誉
善
豐
上
人
が
明
治
四
十
五
年

一
月
に
筆
害
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
今
回
の
タ
イ
プ
筆
写
に
当
っ
て
は
、
現
代
か
な
づ
か
い
に
改
め
、
ま
た
ポ
サ
ッ
の
如
く
タ
イ
プ
活
字
の
な
い
も
の
は
カ
タ
カ
ナ
を

以
上
、
絵
解
き
苅
萱
を
江
戸
時
代
の
苅
萱
を
素
材
と
し
た
文
芸
作
品
と
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
立
や
展
開
に
つ
い

て
考
察
し
て
来
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
結
果
、
絵
解
き
が
そ
れ
程
古
い
も
の
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
苅
萱
も
の
の
影
響
の
下
に
作
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
過
程
を
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に
で
き
た
か
と
思
う
。
江
戸
時
代
の
一
般
大
衆
を
も
包
み
込
ん
だ
出
版
文
化
の
隆
盛
を
考
え
る
と
、

口
語
り
で
伝
え
ら
れ
て
来
た
絵
解
き
が
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
こ
と
は
十
分
に
頷
け
よ
う
。
ま
た
、
徳
田
和
夫
氏
は
、
尺
絵
解
き
と

は
）
絵
巻
の
詞
害
と
等
し
い
台
本
の
朗
読
、
あ
る
い
は
記
憶
に
よ
る
講
唱
と
い
う
口
頭
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
後
者
の
場
合
、
臨
機
応
変

の
語
り
口
と
い
う
こ
と
か
ら
折
々
に
説
明
の
繁
簡
を
き
た
し
、
一
場
面
の
叙
述
の
増
減
を
生
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
再
文
字
化
Ｉ
再
台
本
、

（
お
）

あ
る
い
は
再
絵
画
化
に
お
い
て
、
内
容
の
改
変
に
も
繁
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に
内
容
を
改
変
さ

せ
て
い
く
絵
解
き
の
性
格
を
考
え
る
と
ぎ
、
絵
解
き
「
苅
萱
」
は
面
白
い
材
料
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
苅
萱
物
語
の
近
世
的
展

開
の
一
つ
と
し
て
把
え
て
も
興
味
深
い
問
題
と
な
ろ
う
。

付
録
、
往
生
寺
の
絵
解
き
台
本
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そ
も
そ
も
当
山
の
開
山
刈
萱
加
藤
左
衛
門
尉
重
氏
入
道
等
阿
法
師
と
申
す
は
筑
紫
に
お
い
て
筑
前
筑
後
肥
前
日
向
大
隅
六
ヶ
国
の

管
領
職
に
し
て
筑
前
の
国
三
笠
の
郡
刈
萱
の
関
博
多
の
城
主
に
主
し
ま
し
て
こ
ろ
は
人
皇
七
十
六
代
近
衛
天
皇
の
御
宇
の
御
方
に
お
わ

し
ま
し
て
①
仁
平
二
年
の
春
御
国
元
箱
崎
桜
の
馬
場
に
お
い
て
御
近
習
御
小
姓
方
御
侍
女
数
多
御
召
し
連
れ
遊
ば
さ
れ
て
花
見
御
遊

山
の
体
御
酒
宴
最
中
に
風
一
お
ろ
し
来
る
や
否
や
桜
の
花
お
び
た
だ
し
く
散
る
中
に
一
輪
蕾
の
花
御
前
の
御
持
ち
遊
ば
さ
れ
た
る
杯

の
中
に
入
り
し
を
以
っ
て
世
の
無
常
を
御
感
じ
な
さ
れ
花
は
花
び
ら
に
し
て
散
る
は
も
ち
論
な
れ
ど
も
所
こ
そ
大
き
に
是
の
如
く
の

蕾
の
花
杯
の
中
に
入
り
し
は
天
よ
り
吾
れ
に
世
の
無
常
を
告
げ
ざ
せ
給
う
な
り
吾
れ
今
不
足
無
き
家
に
生
ま
れ
栄
曜
栄
華
に
誇
る
と

い
え
ど
も
今
宵
に
も
無
常
の
風
に
誘
わ
れ
な
ぱ
こ
の
花
の
如
く
に
散
り
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
後
生
の
一
大
事
こ
そ
大
切
な
り
と
夜
の
間

に
忍
び
出
で
て
都
の
方
に
お
登
り
な
さ
れ
②
比
叡
山
の
慈
眼
房
叡
空
上
人
の
御
禅
室
に
お
尋
ね
な
さ
れ
て
出
家
の
事
を
ひ
た
す
ら
お

望
承
な
さ
る
③
叡
空
上
人
そ
の
志
の
切
な
る
を
御
感
じ
な
さ
れ
こ
こ
に
お
い
て
御
弟
子
と
な
し
剃
髪
し
て
名
を
寂
照
坊
等
阿
法
師

と
下
さ
る
④
こ
の
所
に
暫
く
御
修
行
あ
ら
せ
ら
る
る
時
に
御
国
元
鎮
守
箱
崎
八
幡
宮
の
神
勅
に
は
黒
谷
法
然
上
人
は
勢
至
菩
薩
の

再
来
に
し
て
今
念
仏
門
を
開
き
専
ら
末
世
の
衆
生
を
利
益
す
な
ん
じ
法
然
上
人
の
机
下
に
至
り
て
修
行
せ
よ
と
の
御
告
げ
に
よ
っ
て

用
い
た
の
で
、
必
要
に
応
じ
漢
字
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

一
、
文
中
一
字
分
の
空
白
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、
絵
説
き
の
際
に
息
を
つ
ぐ
箇
所
を
示
す
。

で
あ
る
が
、
今
回
転
載
す
る
に
当
っ
て
、
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
漢
字
を
当
て
、
さ
ら
に
絵
解
き
の
際
、
楚
が
指
す
順

番
（
絵
解
き
順
）
を
①
ｌ
⑳
で
示
し
、
御
絵
伝
の
図
版
・
概
略
図
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
絵
解
き
の
実
際
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。

苅
萱
堂
往
生
寺
縁
起
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⑤
そ
れ
よ
り
黒
谷
法
然
上
人
の
御
座
下
に
来
り
て
御
弟
子
と
な
り
て
修
行
す
る
こ
と
十
三
ヶ
年
都
黒
谷
に
ま
し
ま
す
こ
と
国
元
に
聞

え
ぬ
れ
ば
妻
子
の
尋
ね
来
ら
ん
事
を
恐
れ
⑥
長
寛
二
年
の
春
法
然
上
人
に
御
暇
を
告
げ
そ
れ
よ
り
高
野
山
へ
御
引
き
移
り
の
旅
の

御
姿
⑦
御
国
元
お
立
ち
ぬ
ぎ
の
時
御
台
桂
御
前
の
胎
内
に
石
堂
丸
身
ご
も
り
て
未
だ
御
誕
生
あ
ら
せ
ざ
る
が
そ
の
後
御
誕
生
あ
り

て
当
年
は
永
万
元
年
御
年
十
四
歳
石
堂
丸
母
桂
御
前
に
願
わ
れ
ま
す
る
に
は
父
上
何
処
如
何
な
る
山
の
奥
例
え
ば
虎
臥
す
野
辺
に

ま
し
ま
す
と
も
子
と
し
て
一
度
御
尋
ね
申
さ
ず
る
ぱ
人
た
る
も
の
の
道
立
た
ず
何
卒
私
に
御
暇
を
下
し
お
か
れ
と
願
わ
れ
ま
す
れ

ば
③
母
桂
御
前
吾
れ
と
て
も
左
の
如
し
何
卒
父
上
の
御
行
衛
を
御
尋
ね
申
さ
ん
と
存
ず
れ
ど
も
女
の
か
弱
き
身
殊
に
そ
な
た
は
幼

少
な
り
思
い
な
が
ら
是
れ
ま
で
延
引
せ
し
が
よ
う
ぞ
や
思
い
立
ち
し
ぞ
や
吾
れ
も
諸
共
に
御
尋
ね
申
さ
ん
ほ
の
か
に
聞
け
ば
都

黒
谷
に
と
か
ま
し
ま
す
と
言
う
事
な
り
と
⑨
そ
れ
よ
り
親
子
諸
共
都
を
指
し
て
御
登
り
な
さ
れ
桂
御
前
石
堂
丸
黒
谷
法
然
上
人
の

御
禅
室
に
お
尋
ね
な
さ
れ
た
な
れ
ど
も
今
は
こ
こ
に
は
ま
し
ま
さ
ず
高
野
山
と
承
わ
り
そ
れ
よ
り
後
を
慕
う
て
高
野
山
へ
の
旅
の
お

姿
⑩
高
野
山
の
ふ
も
と
学
文
路
の
宿
王
屋
与
治
右
衛
門
の
宅
ま
で
御
着
な
さ
れ
た
な
れ
ど
も
母
桂
御
前
は
旅
の
疲
れ
か
時
候
の
障
り

や
ら
心
地
例
な
ら
ず
病
気
の
体
な
れ
ば
宿
与
治
右
衛
門
を
頼
承
看
病
を
頼
永
置
き
⑪
石
堂
丸
一
人
高
野
山
に
登
り
所
々
方
々
三
千
坊

を
か
け
め
ぐ
り
刈
萱
道
心
加
藤
左
衛
門
重
氏
入
道
は
御
存
じ
御
座
ら
ぬ
か
と
彼
方
此
方
を
尋
ね
め
ぐ
り
⑫
よ
う
や
く
蓮
華
谷
往
生
院

に
お
い
て
親
子
御
対
面
の
御
姿
親
子
御
対
面
有
り
と
い
え
ど
も
一
旦
恩
愛
を
捨
て
た
る
事
な
れ
ば
親
子
の
名
乗
り
は
な
さ
ら
ず
そ
の
戒

氏
と
い
う
は
弄
れ
と
同
行
の
人
な
れ
ど
も
過
ぎ
し
こ
ろ
世
を
去
り
て
今
は
こ
の
世
に
無
き
人
な
り
そ
な
た
は
大
家
の
御
公
達
早
々
国

元
に
立
ち
も
ど
り
て
家
督
相
続
あ
ら
れ
よ
と
勧
め
ら
れ
け
れ
ば
石
堂
丸
誠
に
流
涕
恋
に
焦
る
る
と
い
え
ど
も
と
に
角
も
母
の
事
も
案

じ
ら
れ
ま
す
れ
ば
⑬
一
先
ず
ふ
も
と
王
屋
に
下
り
て
見
ま
す
れ
ば
哀
れ
な
る
か
な
母
上
は
昨
夜
遂
に
空
し
く
お
果
て
な
さ
れ
る
石

堂
丸
誠
に
天
に
あ
こ
が
れ
地
に
伏
し
吾
れ
程
不
運
な
る
者
は
無
し
父
上
に
は
母
の
胎
内
に
有
り
し
う
ち
に
お
別
れ
申
し
今
ま
た
か

く
の
如
く
母
上
に
は
旅
の
空
に
お
い
て
一
夜
の
御
看
病
も
申
さ
ず
空
し
く
お
果
て
な
さ
れ
る
如
何
が
は
致
さ
ん
と
厚
き
涙
を
流
し
嘆
き
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悲
し
む
と
い
え
ど
も
取
て
帰
ら
ざ
る
事
な
れ
ば
宿
与
治
右
衛
門
を
頼
ゑ
形
計
り
の
葬
い
を
致
し
白
骨
と
な
し
⑭
是
れ
を
背
負
う
て
ま

た
ぞ
ろ
高
野
山
蓮
華
谷
往
生
院
に
来
り
⑮
母
は
麓
に
て
命
終
仕
り
父
上
は
こ
こ
に
お
い
て
お
果
て
な
さ
れ
た
と
有
れ
ば
最
早
や
浮
世

に
望
み
の
無
き
私
の
身
の
上
何
卒
貴
僧
の
御
弟
子
に
な
し
下
し
置
か
れ
こ
こ
に
お
い
て
御
両
親
の
御
菩
提
を
お
弔
い
仕
り
度
く
と
思

い
込
め
て
只
管
願
わ
れ
ま
す
れ
ば
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
親
子
な
れ
ど
も
名
乗
り
は
致
さ
ず
我
が
弟
子
と
な
し
剃
髪
し
て
名
を
信
生
房
道

念
と
く
だ
さ
る
こ
こ
に
暫
く
同
居
致
し
修
行
す
と
い
え
ど
も
と
も
角
も
親
子
の
こ
と
な
れ
ば
恩
愛
に
引
か
さ
れ
修
行
の
障
り
に
も
な

る
事
な
れ
ば
善
光
寺
如
来
は
三
国
伝
来
の
需
仏
⑯
善
光
寺
へ
参
け
い
し
彼
地
に
お
い
て
心
静
か
に
往
生
せ
ん
と
高
野
山
を
降
っ
て

善
光
寺
へ
の
旅
の
御
姿
⑰
そ
れ
よ
り
善
光
寺
御
堂
前
に
来
り
七
日
七
夜
参
ろ
う
し
て
何
卒
吾
れ
に
往
生
の
地
を
授
け
給
え
と
念
ず
れ

ば
如
来
七
日
満
ず
る
夜
の
暁
に
是
れ
よ
り
六
丁
戌
亥
の
方
に
あ
た
っ
て
山
の
半
腹
に
霊
地
あ
り
彼
地
に
至
っ
て
修
行
せ
よ
是
れ
感

応
の
地
な
り
と
の
御
告
げ
に
依
り
翌
日
御
堂
を
出
で
て
戌
亥
の
方
を
な
が
む
れ
ば
か
く
の
如
く
松
に
一
光
三
尊
に
御
来
迎
光
明
赫
変

と
拝
む
る
是
れ
こ
そ
夜
前
御
告
げ
の
霊
地
な
ら
ん
と
こ
こ
に
来
り
て
い
お
り
を
結
ん
で
修
行
す
る
こ
と
多
年
⑬
如
来
あ
る
時
は
一

光
三
尊
に
御
来
迎
あ
る
時
は
三
光
三
尊
に
御
来
迎
な
ん
じ
は
菩
薩
の
化
身
な
り
本
地
地
蔵
菩
薩
を
彫
刻
し
て
末
世
の
衆
生
を
利
益
せ

よ
と
の
御
告
げ
に
依
っ
て
こ
こ
に
お
い
て
我
が
姿
を
水
鏡
に
写
せ
ば
取
り
も
直
さ
ず
地
蔵
菩
薩
と
現
わ
る
⑲
そ
れ
を
手
本
と
致
し

一
刀
三
礼
に
御
彫
刻
の
地
蔵
菩
薩
は
只
今
御
宮
殿
の
中
に
御
拝
し
遊
ば
さ
れ
た
る
尊
像
⑳
健
保
二
年
八
月
二
十
四
日
西
方
に
紫
雲
た
な

び
き
音
楽
異
香
室
内
に
薫
じ
八
十
三
歳
に
し
て
順
次
の
大
往
生
を
御
遂
げ
遊
ば
さ
れ
た
る
御
姿
⑳
高
野
山
の
石
堂
丸
も
善
光
寺
如
来

の
御
告
げ
を
被
む
り
同
じ
く
こ
こ
に
来
っ
て
父
等
阿
法
師
の
御
作
の
地
蔵
菩
薩
を
手
本
と
致
し
一
刀
三
礼
に
御
彫
刻
の
地
蔵
菩
薩
は

只
今
御
宮
殿
の
奥
に
御
拝
し
遊
ば
さ
れ
た
る
二
体
の
尊
像
向
っ
て
右
の
方
は
父
等
阿
法
師
の
御
作
左
は
御
子
石
堂
丸
の
御
作
御
開
眼

は
善
光
寺
如
来
御
来
迎
ま
し
ま
し
て
御
直
々
の
御
開
眼
一
度
び
拝
す
る
輩
は
現
世
に
て
は
横
病
横
死
横
難
を
御
救
い
下
さ
れ
未
来
は

必
ら
ず
同
行
と
な
っ
て
極
楽
に
導
き
せ
ん
と
の
御
誓
い
な
り
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注
（
１
）
「
絵
解
き
研
究
の
現
在
・
未
来
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
筑
鞭
巻
ｎ
号
昭
町
・
加
）

（
２
）
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
“
巻
ｎ
号
所
収
（
昭
印
．
、
）

（
３
）
「
絵
解
き
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
苅
萱
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
“
巻
ｎ
号
昭
師
。
、
）

（
４
）
黒
木
勘
蔵
「
説
経
の
研
究
」
（
『
近
世
日
本
芸
能
記
』
昭
蝿
青
磁
社
）
、
若
月
保
治
『
古
浄
瑠
璃
の
研
究
』
第
一
巻
（
昭
副
桜
井
書
店
）
等
。

（
５
）
岡
見
正
雄
「
説
話
・
物
語
上
の
西
行
に
つ
い
て
」
（
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
皿
『
西
行
物
語
絵
巻
・
当
麻
曼
茶
羅
縁
起
』
昭
馳
角
川
書
店
）

（
６
）
「
物
狂
能
の
系
諮
」
（
『
ｎ
本
文
学
誌
要
』
第
岨
号
昭
婬
・
皿
）

（
７
）
「
親
子
物
狂
能
」
考
（
『
能
楽
研
究
』
第
６
号
昭
弱
・
３
）

（
８
）
「
泣
き
申
楽
」
考
ｌ
源
流
と
史
的
位
置
づ
け
Ｉ
（
『
国
学
院
雑
誌
』
昭
弱
・
３
）

（
９
）
室
木
弥
太
郎
校
訂
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
説
経
集
』
（
昭
艶
新
潮
社
）
に
よ
る
。

（
、
）
増
補
『
高
野
聖
』
（
昭
印
角
川
選
書
ね
）
二
四
○
頁
。

（
、
）
祖
父
江
の
苅
萱
堂
に
は
「
證
尾
州
祖
父
江
川
瀬
諦
住
奉
開
眼
刈
萱
親
子
地
蔵
尊
御
分
艘
昭
和
九
年
十
月
八
日
信
州
善
光
寺
刈
萱
堂
往

生
寺
第
四
十
二
世
徳
誉
善
凱
」
の
証
書
が
存
す
る
。

（
⑫
）
「
中
世
神
話
の
視
界
ｌ
絵
解
き
（
『
苅
萱
』
と
『
恋
塚
』
）
の
物
語
方
法
」
（
『
日
本
文
学
』
記
号
昭
別
・
９
）

（
超
）
「
か
る
か
や
道
心
・
石
童
丸
」
の
絵
解
き
（
信
濃
毎
日
新
聞
昭
師
・
３
・
岨
）

（
皿
）
西
光
寺
の
絵
解
き
の
様
子
は
「
ア
ル
バ
ム
生
き
て
い
る
絵
解
き
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
館
“
巻
ｎ
号
）
に
所
載
さ
れ
て
い
る
。

（
妬
）
こ
の
他
に
、
明
治
十
二
年
六
月
書
写
の
『
苅
萱
物
語
』
（
山
岸
文
庫
蔵
）
一
冊
が
あ
る
。
大
尾
に
「
今
に
其
の
寺
、
苅
萱
山
寂
照
院
西
光
寺
と

号
し
て
彼
の
地
に
残
り
け
る
と
ぞ
」
と
、
一
応
西
光
寺
の
縁
起
の
体
裁
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
近
世
の
芸
能
・
読
み
本
等
に
影
響
を
受

け
た
読
み
物
と
な
っ
て
お
り
、
絵
解
き
と
無
関
係
の
よ
う
で
あ
る
。

（
恥
）
『
古
文
学
踏
査
』
（
昭
９
大
岡
山
書
店
）
四
七
六
頁
。
こ
の
本
は
現
所
蔵
者
不
明
。
な
お
坂
口
弘
之
氏
の
御
示
教
に
よ
る
と
、
『
古
文
学
踏

査
」
本
・
天
理
図
書
館
本
・
岩
瀬
文
庫
本
と
は
別
種
の
寛
文
頃
刊
の
絵
入
り
正
本
が
現
存
す
る
（
千
葉
県
某
氏
蔵
）
よ
し
で
あ
る
が
未
見
。

（
Ⅳ
）
『
本
の
美
術
史
ｌ
奈
良
絵
本
か
ら
草
双
紙
ま
で
』
（
昭
認
河
出
書
房
新
社
）

（
肥
）
例
え
ば
吉
原
浩
人
氏
の
御
示
教
で
あ
る
が
、
愛
知
県
祖
父
江
の
善
光
寺
の
掛
幅
絵
四
幅
（
明
治
年
間
作
）
や
、
山
梨
県
甲
府
の
善
光
寺
の
三
種

あ
る
掛
幅
絵
の
う
ち
の
一
本
（
江
戸
未
ｌ
明
治
初
年
作
）
が
、
明
ら
か
に
光
寿
院
卍
空
編
安
政
三
年
刊
『
善
光
寺
如
来
絵
詞
伝
』
七
巻
の
挿
絵
を
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粉
本
と
し
て
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

（
四
）
昭
和
師
年
８
月
に
採
録
し
た
テ
ー
プ
に
よ
る
。

（
別
）
有
朋
堂
文
庫
『
浄
瑠
璃
名
作
集
』
（
上
）
に
よ
る
。

（
虹
）
黒
木
勘
蔵
『
浄
瑠
璃
史
』
（
昭
肥
青
磁
社
）
等
。

（
配
）
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
に
よ
る
。

（
羽
）
往
生
寺
の
絵
解
き
の
様
子
は
、
林
雅
彦
「
絵
解
き
に
関
す
る
絵
画
資
料
」
（
『
日
本
の
絵
解
き
ｌ
資
料
と
研
究
ｌ
』
昭
師
三
弥
井
書
店
）
、
「
ア

ル
バ
ム
生
き
て
い
る
絵
解
き
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
“
巻
ｎ
号
）
に
所
載
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
昭
和
師
年
９
月
詔
日
、
節
一
八
九
回
「
伝
承
文
学
研
究
会
」
と
第
一
八
回
「
絵
解
き
研
究
会
」
の
合
同
例
会
に
お
い
て
「
絵
解
き
苅
萱

の
性
格
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
諸
氏
よ
り
多
く
の
御
示
教
を
い
た
だ
き
、
特
に
、
渡
辺
昭
五
・
小
沢

弘
の
両
氏
か
ら
は
貴
重
な
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
徳
田
和
夫
氏
は
成
稿
ま
で
終
始
御
助
言
下
さ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
の
小
野
沢
う
ば
ら
氏

に
は
資
料
の
閲
覧
の
便
宜
を
計
っ
て
い
た
だ
い
た
。
西
光
寺
の
竹
沢
俊
雄
・
繁
子
氏
、
往
生
寺
の
水
野
善
朝
氏
に
は
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
と
掲
載

を
、
天
理
図
書
館
に
は
貴
重
な
資
料
の
転
載
（
天
図
鈍
一
三
三
七
号
）
を
許
し
て
い
た
だ
い
た
。
末
尾
な
が
ら
深
謝
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は

昭
和
研
年
度
科
学
研
究
補
助
金
奨
励
研
究
側
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
師
・
皿
・
妬
）

ル
バ
ム
生
き
て
い
る
絵
解
》

国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

「
物
語
り
す
る
絵
解
き
と
寺
社
縁
起
ｌ
そ
の
絵
閲
形
態
と
『
当
麻
寺
縁
起
』
の
こ
と
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
“
巻
３
号

昭
師
・
３
）
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